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「神学を教えること
一神への問いと祈りの共同作業一」

西部中会 板宿教会牧師

吉岡契典

昨年 ９ 月より講 師として 「教会論」 を担当させて

いただいております吉 岡契典です。 特に神 戸改革

派 神 学 校 からは、 ２０１１ 年 から ２０１４ 年まで留 学 支

援金をいただき、 米国カルヴィン神学校での学びを

サ ポ ートして いた だきました。 この 場 をお 借りして、

・ 神戸改革 派神 学校と、 神学 校を支えてくださるすべ

ての 方々 に、 心 からの 感 謝 を申し上 げま す。
さらに

今、 神 学校にて 「教会論」 を教授する機会をも与

えられていますことに、 深く感 謝いたします。

私は神学校教育の本質を、知 識の伝達を超えた、

人格教 育また信仰教 育であると捉えています。 「あ

なた がたの教 師はキリストー人だけである」（マタイ

による福音書 ２３ 章 １０ 節） と主イエスはお語りに

なりました が、 人 格と信仰 は、
この 真 の 教 師 キリス

トとの 出 会 いによってこそ 育ま れま す。 生 けるキリス

トの 存在と言葉に真心から信頼し、 キリストが見て

おられるように教会を見て、 そこにある確かな約 束

と希望を捉え、 キリストが今も教 会を支えておられ

るお働きに自分を沿わせ、 その 祈りから自らの 祈り

と 教 会 に 対 する姿 勢 を 形 作っていく。 教
師 として、

主イエス・キリストとの出 会 いから生 まれ るそのよう

な牧会者としての自己形成に、 学 ぶ方々が豊 かに

至るた め の、 媒 介 者となる。 このことを大きな到 達

点としな がら
、
「教 会 論」 の 講 義 に向 かっています。

その 様 な 教 育 に は、 生 み の 苦しみ が 必 須 で す。

神 学 の 教 室 は、 御 心 を計りえな い人 間
が
、 見 えな

い神様 の霊に問いかけつつ、 それを見出すことに

挑戦 する、 ある意味での試練の場であり、 信仰の

汗 を かく場 所 で す。 そこで 教 師 は、 人 格 を 賭 け て

学 生たちと共に 悩 み、 共 に祈り、 そ れ ぞれ に与えら

れている牧 者としての 役 割、 また 教 会 の 使 命と

は何であるかを共に尋ね求めなけれ ばなりません。

また 言 い 換 えれ ば
、
神 学を 教 えるとは

、
「型」 を

教 えることに他 ならな い の かもしれ ませ ん。
「神 の

かたち」 にしたがって創られた人間 にとっての救い

が
、 そ の

「か たち」 の 回 復と共 に起 こるように、 神

に仕える 牧者 にも、
「良き羊 飼 い」主イエスという「型」

が あり、 さらに 改 革 派 神 学にも、 改 革 派 教 会 にも、

歴史の 中で精 錬されてきた 「型」 があります。 人

格深くにまで根付くその 「型」 が、 牧 師に相応しい

思 考と 行 動 を 導 き
、
さらに 伝 道 の 現 場 で 深 化 し、

刷 新 され て いきま す。 そ の 意 味 で 神 学 教 育とは、

確 定した回 答を 与えることで はなく、
むしろ神 に 対し

て問い続けるカを養うことであり、 生 ける神との対

話を通じて、 御心を見出す道を教 師と学生が共に

辿り、
’そこで得 た 経 験を共 有し合う営 みです。

神 学 校 が いよ いよ、 神 に出 会 い、 神を 経 験 する、

そ の 名 に相 応しい 場 に なることが できるように、 そ

こで仕える教師と学生たちをお祈りに覚えていただ

けますならば幸 いです。
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本科生

小澤 寿輔
（おざ わ としす け）

四 国中 会 高知 教 会 畠

本 科２年編 入に導か れて２年間、 主の御手 に守

られて 卒 業 に漕 ぎ つくこと ができました。 これ まで

すべてを備え導いて下さった主に、 心から感謝致し

ま す。
ま た
、 お 祈 りと 励 ま しと

ご 支 援 を 賜 りまし

た 皆 様 にも
、
心 から御 礼申し上 げま す。

私 は時々、 旧約 聖書のモーセの人生に思いを寄

せることが あります。 モ ー セは、 エジ
プト王 女 の 息

子として 育てられ、エ
ジプト人の あらゆる教 育 を受け、

す ばらしい話 や行いをする者になりました。 ４０ 歳

になったとき、 心 ならずもミディアンの 荒 れ 野 に逃 れ

て 羊 の 番 をしな がら過 ご すことになりました が、 そ

れが 結果 的に将 来の 働きへ の備えとなりました。
８０ 歳 のときに神 の 召命 を受 け、 イスラエル の 民をエ

ジプトの苦役から解放し、 約束の地に導くために遣

わされ、 １２０ 歳 まで神と民に仕 えました。

モーセの人生を思うとき、 慰められることがありま

す。 私も ３２ 歳 まで教 育 を受 け、 ４０ 歳 で 献 身する

まで世の働きを十二分に楽しみました。 献身してか

らの人 生 は
、
まさに 「荒 野 の 生 活」 と言える厳しい

霊 的 訓 練 の 毎日 でした。 紆 余 曲 折 を経 て、 ４８ 歳

になって今この 時を 迎 えています。 どうしてこん なに

寄り道をすることに なったの か、 その 理 由 はま だす

べて は 分 かりませ ん。 しか し、 これ はモ ー セ同 様、

将 来の働きへ の備えとして不 可欠な期 間であった

の だと思うと、 大 いに慰 められます。

もう一 つ の慰 め は、 私 は、 これでもモ ー セよりずっ

と若くして神 の 働 きを始 めたということです。 しかし、

モ ー セ は １２０ 歳 まで ４０ 年も仕 えましが、 私 は、

教会 規程によれば長くても二十 数年しか働 けませ

ん。 残りの 人 生 をい か に 過 ごし、 主 の 御 旨に 沿 っ

て仕えて いけるか。 そう思うと、 慰められ るどころか

むしろ気 が引き締まる思いがします。

卒業後 は、 主の 特別な導きにより高知 教会に仕

えることになりました。 欠 けだらけの 者 です が、モー

セが 神 を愛しお従 いしたように、 また、 委 ねら れた

民に仕えたように、 私も神から任せられた群れを心

から愛し、 誠実の限りを尽くして底辺 から仕えたい

と思います。 この小さき者 のために引き続きお祈り

くだされ ば 幸いです。

他 教派 から、 しかも伝 道所担 任なので週 末には

他の神学生と別 行動を取ることも含めて受け入れて

下さった か らこそ、
学 びと訓 練 を 続 け、

終 えること

が できました。

神 戸改革派 神学 校に導いて下さった主と、 改革

派の神学生と分け隔てなく接して下さった先生方そ

して職 員の 皆さん、 そして神学 校を支えて下さって

いる改 革派 諸 教会と兄弟姉 妹に感 謝しています。

ま た
、
改 革 派 神 学 校 を 選 び、 派

遣して 下さった西

大寺キリスト教会、 そして担任教師が平日不在であ

ることに耐えながら支えて下さった桜が丘キリスト教

会の皆さんのゆえに今日があります。

本科生

片山 進悟
（かた や ま しん こ）

日本同盟基督教団

西大寺キリスト所属

桜が丘キリスト教会 幽
奉仕する上で必要な過程だとは言っても、 信仰の

異 なる 所で 学 び、 ま
た 暮らす の は 苦しいことだと思

いま す。 でも別 の 教 派 で育ち な
がら、 むしろ自 分 の

信仰が 改革派 の信仰と近いことを発見する日々で

神 戸 改 革 派 神 学 校 校 報 ２



あったこと は 幸 せ でした。 主 に 感 謝 して いま す。

改革派神学校で学んだことには既に桜 が丘キリス

ト教会に取り入れたこともありますし、 今後さらに学

び、 発展あるいは適合させて取り入れたいと願って

いることもあります。 その意 味でも日本キリスト改革

派 教会 が、 これからも日本のキリスト教界 の教 義

的 な 軸として
、
しっ かりと 立ち な がら、 他 の 教 派・

教団に良い影 響を与えて行って欲しいと願っていま

す。

私 自身 は
、
教 会 の 中だけで 信仰 を守るの ではなく、

地 域に出て行き、 地域の人々をも含む共同体を作

ること、 また孤 軍奮闘している牧師家 族を少しでも

サ ポートすることができるようなミニストリーを始め

るようにと主から示されていますので、 今後は神学

校で学んだことや出会 わせて頂いた人々とのつな

がりを大 切 にしながら、
主と人 々に仕 えて 行 きた い

と願っています。 今 後ともよろしくお 願 いいたします。
朴徹 ／ 片山進悟 ／ 小澤寿輔

坂部勇 ／ 李哲敏

ー

　

本科生

坂 部 勇 （さかべ いさむ）

東部中会 厚木教会

私 は、
生 命 科 学 系 研 究 員を 辞し、 ２０１２ 年 ４ 月

に全 科聴 講生として神 学校に 入学しました。 その

後
、
翌 年 ４ 月 に 本 科 １ 年 に編 入 し、 神 学 校 で ３

年 ３ヶ月 の 学 びをさせ て 頂きました。 そして、 ２０１５

年 ６月 ２３ 日に恵みと祝福の内に 卒業を迎 えるこ

とが出来ました。 教えて下さった先生 方と神 学校の

学びを側 面から支援して下さった職員の方 、々 お祈

りとご支 援して下さった教 会 の 皆さん に 感 謝 い

たします。

神学校での学びは私にとってはとても新 鮮で刺 激

的 なもの でした。 そ れま で全く縁 の 無 かった ギリシ

ア 語 や ヘブライ 語、 受 験 科 目として の 関 心しか 無

かった歴史、 礼拝やバイブルスタディー の時を除い

て 開くこと が 無 かった聖 書、 表 面 的 な 理 解しかして

いな かった 教 理、 そして常 に受 ける側 でいた 説 教 や

牧 会、 これら全 て が 学 び の 中 で身 近 なものとして、

自分の生活の本質として生起してきました。 学ぶ楽

しさと同 時に神 学の深さと厳しさを知りました。 感

謝します。

私 は 千 里 山 教 会、 宝 塚 教 会、
甲 子 園 教 会 に 派

遣して頂きました。 それぞれ の教 会で多くを学び、

教会を知り、 教会の皆さんと交わりを深 めることが

できました。 どの教会でも教会学校教師として奉仕

させて頂きました。 その奉仕を通して子どもたちに

御言葉を伝える楽しさと難しさを知ることが出来まし

た。 感謝しま す。

私 にとって神学校の 歩みは、 将来の福音 宣教に

対する訓 練 期 間であり、 神 様と教 会に 真剣 に向

き 合うことを 学 ぶ 期 間 でした。 卒 業 後、
私 は 神 奈

川県伊 勢原市にある改革派 厚 木教会で働 かせて

頂く機 会を得ることが出 来ました。 昨年 の８月 に

夏 期伝道をさせて頂いた教 会です。 私のような未

熟な者を招聰して頂いたことに感謝しています。

今、 私 がこうしてあるには神様 の恵みと教会の

皆さん のお か げです。今後 は み 言 葉を伝 えることで、

教会に仕えることで神 様と教会に感謝の応答してい

きたいと思います。

３ Ｎｏ．
７９ ２０１５ 年 ９月
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４年３ヶ月の神学校での学びと訓練の時間を最後

まで導 いてくださった神 様に感謝を申し上 げます。
そして、 愛と祈りで支 え、 教 え、

交 わってくださった

園 田 教 会 の 石 原 先 生を 始 め
、 長
老 方
、
教 会 員の

皆さん にも 感 謝 を 申し上 げま す
。
ま た
、 尊 い

主 の

教会に仕える恵みの座に、 取るにたりない者を遣

わしてくださる 神 様 と
、 御 言

葉とお 祈りを通して、 こ

の者を召してくださった東広 島伝道所 の皆さんにこ

ころから感 謝 を申し上 げます
。

去年、 本科生として卒業してからさらに一年という

学びと訓練の時間が与えられた時、 こころから主に

感 謝しました。 その 時 間を 通して、 神 を 愛し隣 人を

愛する神様 の忠実なしもべとして整えられたいと祈

り願 いました。 一 年 間、
神 様 は わ たくしのそ の 祈り

と願いに特別な訓練と学びを持って答えてください

ま し た。

そ れ は、 認
め たくな い弱 い自分、 つ たない自 分 自

身と真 正 面 か ら向き あう訓 練 でした。 一 年 間、 神

学校での学びと生活、 諸教会で奉仕と交わりを通

して 学 ばされた の は、 いまもなお、 弱 い、 高 慢で、

つたない自分のことと、 しかし神様 はいつも真実で

愛と慈しみと憐 れみに満ちておられるお方であるこ

とで す。 そして、 わ
たくしが、 弱 い 時こそ、 主イエ ス

が 我 が力、 我
が神。 弱 い私 は た

だキリストによって

強 いも の であ ることを 学 ばされ ました。 主イエ ス・

キリストの愛と恵みとカによって１年 の歩みが 守ら

れ
、
導 かれました。 ハレルヤ！

これ からも、 イエ ス・キリストを 我
が 主、 我

が 力と

昼もよるも口ずさみながら、 主に従順に従いたいと

切 に 願 います。 今
まで は 訓 練 学 校 で、 こ れ から

が

本 番 で す。 神 様 からの 新しい 地、 本 番 で のイキイ

キする教育と訓 練を期待します。 神学校の先生 方、
教 職 員の 方々、 ４年３ヶ月 間、 お世 話に なりました。

また
、
諸 教 会 の 皆 様、

お 祈りと支え、 あり
がとうご

ざいました。 そして未 熟でつたない夫のため忍耐を

持って祈り、 支 えてくれ
た 愛 する家 内 のミヨンと、 二

人 の 子どものアロン・インハに 感 謝します。

「わ たしたち は
、
生きるとす れ ば主 の ため に 生き、

死 ぬとす れ ば 主の た め に 死 ぬ の です。 従って、 生

きるにしても、 死
ぬ にしても、 わ たしたち は主のもの

で す」 （ローマ１４：８）

ロ ーマの 信 徒 へ の 手 紙１４ 章８節 は、 私と妻 にとっ

ては献身の思いが与えられた特別な意 味を持つみ

言 葉でありま す。 今
から１０年前 の２００５年、 ３４歳

になった年にこのみ言葉を通して、 神様からの献身

の 思い が 与えられ、そ れ から、 人 生 が 完 全 に変 わっ

たと言っても良いほどの方向転換をしました。 自分

の 人生は自分のものではなくて、 神 様に仕えるた

め に 与 えられ ている の だということを確 信し、 宣 教

師になるための準備を始めたのです。 大韓イエス

教長 老会合同派の神学校に入学して神学を学び、

そ の 後、 牧 師 の 按 手 を受 け、 いよいよ２０１０年１１

月に正式に宣教師として日本 への派遣 が許されま

し た。

来日してからも、 またもはや宣教 のための準 備

隣１蕊
㌔ ％ 加 げ 鵜． 瀦 ＿ ”Ｆ ． 一 ． ア ５ 価 ．．．．二 配 ， 岳 ．．

の続きでした。 ６月に神戸改革派 神学 校を卒業す

るまで４年半という期間を宣教の働きのための準備

期 間として過 ごしたの で す。 ということは、 約１０年

という期間を宣教の働きのための準備期 間として過

ごしたことになります。 神 学を 学 び、 教 会 での 働き

の 経 験 を積 み、 ま た、 日 本 語 を 学 び、 日 本 の 教

会を学び知る、 これらのための期 間を持つ機会が

与えられ たことに、 とても 感 謝していま す。 特 に神

戸改革 派神学校在 学中には、 神学 校の先生方や

教会の方々から助けていただきながら、 良い神学

雪

「

ヌ

ド
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に触 れることや、 日本の教会の多様な面貌を拝見

することができた貴重な時 間として過ごせたと思い

ます。 神学 校では比較的 短い１年９ヶ月を過ごしま

した が、 そこでの 経 験 がこれ からの 働き に 結 びつく

ことを祈っていま す。 ま だまだ、 足り
な いところの 多

い 者 です が
、
しかし
、
「主の ため に 生き、

主の ため

に死ぬ」 ものとして、 最後の 最後まで自分にできる

限りのことをして いきた いと思います。

７月からは岐阜加納教会の協力宣教師として働か

せ ていだだくことになりました。 こ
れ からの 働 きを神

様 がどのような形で実を結 ばせてくださるか、 今の

ところ自 分 に は よく分 かりませ ん。 け れ
ども、 神 戸

改 革 派 神 学 校 で の 学 びと 経 験 が 今 後 の 働 き

に 生 かされたらと思 います。

摯 奮

本科生

金 利 沫 （キム イス）

西部中会 広 島教 会

主 の尊 い 御名 を賛 美 致します。 私 は ２ 年 １０ヶ 蒙

月間、 日本キリスト改革派 広島 教会の 協力伝道 婁

１ 者として働きました。 家 族と共に、 広島 教会と合 ｌ

ｌ 併になって建物 だけが 残った呉 焼山伝 道 所で生 ｌ

ｌ 活をしました。 多くのことを 学んで、 日本 宣 教 につ
ｉ

ｌ いて深く考える時でした。
ｌ

ｌ 昨年、 私の家族は主の導きの中で、 広島教会 ｌ

ｌ で加入 式が許されて、 こうして神 学校 での学 びと
ｉ

ｌ 訓練を受けることが許されました。 主 に感謝 申しｌ

ｌ 上げます。 特にお祈りしてくださった広島教会と韓
ｌ

ｌ 国の 教会の兄弟姉 妹方に感謝いたします。 ｉ

ｌ このように素 晴らしい場所で秀れた先生方に学 ≡

１ ぶことは 幸 いで ありま す。 しかし、 教 師 に なること
ｌ

ｌ は非常に恐ろしいことであり、 重い責任感が要求 ｉ

ｌ され ると思います。 （ヤコブの 手 紙 ３：１、 ２）
ｌ

ｉ 一日一日神の御前で献身の召命感が強められｌ

ｌ て、 御 言葉と祈りによって自分自身をまず 改めて 三

１ 改革していぎ 忠実に学びたいと思いま 凱 皆さｉ

ｌ んの 祈りとご支援をもって支えてくださったことを覚 １

翫 え、 感謝申し上げます』 １
幡

磯 脅

凄

㍉ 齢 醤 鱒 涯 糠 彰讐 翻 踊 ｇ鐸寧還 騨 翫 鯉 鞍 鰹 薯 編 浮 騨 魍 鳶 掴 鎚 鱒 密 鴨 鯵 ♂

鷺
薯 署 聾 窮 蟹 雑 肇 奄 驕 鍵 藁 鍛 箪 趣 器 匙 賜 瞳 墾 馨 蚤 簿 鉾 駒 弊 磨 麗 鐸 蚤 轡 聾 憲 藻 鮭 葺 晒 轟 竃 輝 簸 騨 亀 鎚 憲 霧 琶 聲 姿 舞

本科生

三 輪 誠 （みわ まこと）

東部中会 東京恩 寵教会
蹄

扁

蓼

・
毒

霧
このたび、 ６ 年間 の 会 社 勤 めを 経て神 戸 改 革 派 蒙

妻 神 学校への入学が許されたことを、 主に心から感 ｌ

ｉ 謝しま凱 この ６ 年間は、 特に以下の ３ つの経 ≡

１ 験によって私に伝 道者への道が示された期間であ ｌ

ｌ りました。 １

三 １ つめは社 会人としての経 験です。 この世での ≡

ｉ 働きは、 私 が主から与えられている賜 物や 欠け、１

三 そして私 が生かされている意 味を深く考える機会と ≡

１ なりました。 ２ つめ は教会での日曜学 校教 師や ≡

１ 執事としての奉 仕の 経験 です。 教会の 運営に携 ≡

三 わることで・ 教会に与えられている恵みや課 題に ≡

≡ 向き合い、 そのために主に用いられたいという思 ｌ

ｌ い が 強 められ ました。 ３ つ め は、
妻 の 救 い の 経 ｌ

ｉ 験です。 結婚当初未 信者だった妻が洗礼に導か ｉ

ｌ れぐ 私 の最も身 近な人が 救われるという本当 に ｌ

ｌ 大きな恵みの経験を与えられました。 ｌ

ｌ ｌ

ｌ これらひとつひとつの経 験を通して主が 私を召しｉ

ｌ てくださっていることに感謝しつつ、 神 学校での学 ｌ

ｌ びに精一杯取り組んでまいりたいと思います６ １
御

争 論

壱

㌧ 婬 。箔 照 騨 翻 懸 望 琳 珊 縦 魏 聯 縮 。 編 飾 騨 。。 騨 。搾 粥 騨 紳 姉 覇。
♂
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別 科生

金（キム） エノク

大韓イエス教 長老会高神 派

宣教師

葱 寒 まい ました。 そ れで、 今 年 の 受 験 ま で、 在 日 キリ 蒙

幼 い頃から私は 教会の中にある保育園に通い

蒙 な がら
、
神 様 を 知 ることが でき、 人 格 的 なイエ

ズ

霊 様 に 出 会 いました。 私 は 神 様と共 に 歩 む 日々 が

募 楽しくてたまらないぐらいにイエス様のことが大好

糞 きでした。 そ れで、 高 校も キリスト教 系 の 所 へ 入

蒙 学 することになりました。 ま た、 私 は 小 学 生 の 頃

蒙 か ら漫 画 家 に なりたいという夢 を持 って いました。

養 そ れで、
日 本 の 漫 画 を読 み な がら、 日 本 のことを

１ 知るようになり、 大学の１年生の時に日本へ留学

棄 しました。 私 は 日 本 人の 教 会 へ 通 いました が、 そ

１ の中で神様 の大きくて深い恵みを体験し、 その恵

１ みに感謝して日本 の宣教を決心しました。 それか

１ ら１０年 間、 神様 は私を宣教師としてふさわしい人

１羅曝講繋難
１ さり、

導きを 備えてくださいました。

今回、 神戸 改革派神 学校へ入学できたこともと

１ ても感謝しております。 これからの 宣教の道 がど

１ のように 開か れるか 主 に期 待し、 祈っています。

＼
＿ ＿＿＿＿。＿ ＿＿＿ ＿ ＿。＿ ＿ 一

！

昏 憂

飛 舞

別科生

金 慧 眞（キム ヘジン）

大韓イエス教長老会高神派

宣教師

私 は
、
クリスチ ャン ホ ー ムで 育 てら れ、 韓 国 の

１ 大韓イエス教西馬山教会に所属していました。 昌

１ 信短期 大学の観 光日本語 科を卒 業して、 高神 大

ｉ 学の神学科の ３ 年生に編入し、 ２ 年間の学びの

１ 後 に、
来 日して、 去 年、 神 戸 改 革 派 神 学 校 の 入

１ 学試 験を受けました。 けれども、 昨年は落ちてし

１ ・

峯 霧

護 辞

霧 窺

葉
毒

蒙

讐
嚢
些

㌦

㍉
１ 嚢

璽 霧 特別研究生 ｌ

ｌ≡ ＿ 齋 ，
李 在 永 （イ ジヱヨン） ≡

薫 難 細

ｉｉ６豪１』査蓑繕　　１
弩 ２０代の時、ずっと神様に対して一つの疑問を持っ 欝

蓮 ていました。 そ れ は 神 様 が 私 の人 生に 興 味を 持っ 毒

１ 蒙 ておられるの かという疑問でした。 もちろん聖書 １

奪 １ には神 様は自ら創造された世や私たちを愛してい １

擁 らっしゃるということは 知っていました が、 心 の 底
竃

１ からは信じていませんでした。
ｉ

その 疑 問を解くた めに１２年 前、 日本 に１年 間 滞
葉

蒙 在 しました。 そ の 時、 神 様 は 私 に 対 する 神 様 の 事

審 鋸

峯 婁 スト教 平 野 教 会 で 奉 仕をしました。 再 度、 今 年 受
萎

ｌ ｌ 験 し、 入 学 すること
が できました。 神 学 校 に 入り、

≡

ｌ ｌ 言葉や神 学の学び、 自身の弱さのために、 大変
ｉ

ｌ ｌ さも感じていますけれども、「主に信 頼し、 善を行 ｌ

ｌ ｌ え。 この地に住み着 ぎ 信仰を糧とせよ」（詩 編
≡

ｉ ｌ ３７：３） という御言葉から励まされました。
ｉ

婁 １ 日 本 に 来るように なったきっか け は、 中 学
生 の １

。 蒙 時 に 経 験した 日 本 短 期 宣 教 です。 その 時 の 感 動
慧

婁 巽 を覚えていて、 日本のための神 様の御 計画を確
１

雲 信した からです。 将 来の働きはまだわかりません 叢

謡 が、 確 かなことは、 日 本で成し遂 げくださる神
１

。 靱 様の御業を見たい、 と望んでいることですｂ ノ

墾
凝
鯉 舞 蕊 溜 覆 鰭 飛 櫛 醗 薄 酵 蛋 母 婿 轟 静 羅 鷺 鱒 靱 鍵 誕 羅 懸 隠 槻 轟 馨 繁 媛 難 鰯 選 緻 驚 瞬 簸 騨 履 湊 鵬 騒 羅 鉾 錬 騨 難 嬉 罫 瞥

箋

ｌ ｌ ２年 前結 婚し、 妻と１才の息子と一 緒に来ていま ｌ

ｉ ｌ
・凱 韓国でも牧師として教会に仕えてはいました ｌ

ｌ ｌ が、
志 を新た にして、

ここで 始まる 学 びと向き合 い、 ｌ

ｉｉ 神様に喜ばれる牧会者として宣教師として備えら １
茸 ㌧れることを願っております６ ノ

寄 串

・ 愛 や 導きの 御 手をお見 せ になりました。 それ に 神
蒙

嚢 様 は 日 本 に 対して 神 様 が 持っていらっしゃる 御 心 竃

嚢 や 愛を私 にも 感じさせ てくださいました。 その 時 か
毒

塁 ら私はその神様の愛を日本 に伝えたいという心を １

妻 もつことになりました。
茎

≡ 神 様の導きの中、 日本で働く第一 歩として神戸 ｌ

ｌ 改 革神 学 校での 学びの 機会 が 与えられました。 １

神 戸 改 革 派神 学校 校 報 ６



弟 身

！

璽男黙ム ＿）１

轟
エス教長老会高神派 １

神 様 の 御 名を 賛 美しま す。 私 は ２０１２ 年 ７ 月、
１

韓 国 高 神 教 団 か ら派 遣され、 今 年、 特 別 研 究 生
壽

として 入 学 した キ ム・ヨン ゴン 宣 教 師と申しま す。 嚢

家 族 は妻と高 校 ２ 年 生、 中 学 ３ 年生、 中 学 ２ 年 １

生になった 三人 の 娘 が いま す。
１

韓 国と日本 は文 化 が 違うし
、 言 語

も違うし、 人々 １

の 考え 方も違うとい わ れて います。 また、
日 本 の 慧

教 会と韓国の教 会も違うことがあると聞きました。
ｉ

私 は、
まだ日 本 に 来てから長 い 時 間 が 経っておら 姜

ず、 日 本と日本 の 教 会 につ いてよくわ かりま せん。霧

ですから、 日本と日本の教 会について学びたいと １

願ってきました。 特に高神教団とは姉 妹教団であ 凄

り、 神様の御言葉に基づく神学を持った日本の改 ｌ

ｌ 革派と改革派の 教会について学ぶことができるよ １

毒 うに お祈りして いました。 そういう中、
今 年 特別 研 尊

難 究生として入学することが許されて神様 に感謝い １

錐 た し ま す。
霧

１ 私は日本の教会のリバイバルを信じます。 その １

碁 ビジョンを持って日本で神様に用いられるものにな 毒

１ るために神学校で勉強します。 よろしくお願いいた 簑

翼 し ま す。
募

笹 易

蕃

妻
門

編入生（２年生）

古澤 純人
（ふ るさわ す みと）

東部中会

上福岡教会

２０１５ 年 ４ 月に二年次編 入の本 科生となりまし

た。 私 は契約の 子として生まれ、 高 校時 代に信

仰 の確 信を与えられ、 信仰告白をしました。 そし

て大学へ進み、 社 会での働きを５年ほど経験しま

した。 その間、 改革派 教会の教育的伝 道の恵み

を受けてきました。 教会につながり続けられるよ

う整えられ、 信仰 の先輩や仲 間が多く与えられた

ことを 幸 いに 思 い、 関 わってくださったす
べ て方 々

に 感 謝いたしま す。

牧 師としての召しを与えられて、 ２０１１ 年 ４ 月 に

改 革派神学 研修 所に入学しました。 研修所での

学 びは、 密度の 濃い学びと訓練 が与えられ、 礼

拝 や祈祷生 活の充 実につながりました。 講 師の

先 生 は、 丁 寧 に 教 えてくださると同 時 に、 聖 書と

向き合い神学することの 喜びを示してくださいまし

た。 学
べ ば 学 ぶ ほど、 聖 書 の 奥 深さを教 えられ、

その豊 かさを改めて実感 することができました。

心から感 謝しています。 私自身の 弱さや欠けにも

忍 耐 強く指 導してくださり、 ２０１５ 年 ３ 月をもって研

修所の卒業を認めてくださいました。

約一年間の神学校での学びになりますが、 これ

まで受けた神 様 の憐 れ みと恵 みを深く覚え、 神

学することの 喜びを味 わいたいと願っています。

そうして神と教会に仕えるしもべとしての道を歩ん

でいきたいと思います。 どうぞ主にあるお交わりを

よろしくお 願 いいたします。

７ Ｎｏ．
７９ ２０１５ 年 ９ 月



市川康則
（千城台教会牧師、非常勤講師）

実践神学には、今日の教会の必

要・課 題と関 連して
、
ま た
、
教 派 伝

統と相 侯って、実 に多様な科目が

含ま れ 得ます。した がって、
神 学 教

育機 関により異なりますが、主とし

て以下のものが含まれます。教会

形成の 要である礼 拝に関する礼

拝学（より広い言い方では典礼学）。

礼拝の 構成 諸要 素を対 象とする

説 教 学・讃 美 歌 学・祈 祷 論 他
、
教

会の成 長・発 展につながる信 徒

教育のための牧会学（含牧会カウ

ンセリング）・教 会教育学（含 教会

学 校）・教 会 政 治 論（含 個 別 職 務・

教会 規程・教 会会 議 議事 録等々

の学び）、教会の 地上存在理 由と

も言うべき（広狭二：義の）福音 宣

教のための宣教学（あるいは伝道

学）、教 会 の 健 全 な 運 営と対 内・

対 外 的 奉 仕の ため の 教 会 経 営

学・教 会 奉 仕 論などです。

既に見たとおり、他の 神学 諸科

でも非神 学的諸学 の方法 論や成

果 の 援 用 が 必 要、有 益で す
が
、実

践 神学 は一層 他の諸学を必要と

しま す。例 え ば、説 教 学 は 聖 書 解

釈と黙想の結果を、教義学的基準

や 枠組みに即して纏め上げること

を 教 えま す が、しかし、
説 教 が 一

定の「使信」として聴衆に明確に伝

わるためには、説教 の各 部分 が

相 互 に、また
全 体 的 に整 合 してい

なけれ ばなりません（三 段 論法、

起 承 転 結 等 々）。そ れ に は、論 理

学、修 辞 学、美 学 などが 有 益です。

また、説 教 は 最 終 的 には 声による

働 きです から、
音 声 学
、
音 韻 論
、発

声論などの知見が必要ですし、ま

た ボイス・トレーニングも重 要で す。

中身 が如何 に素 晴らしくても、声

が 貧 弱
、
大き 過ぎる

、早
過 ぎる
、
遅

す ぎる … というのでは説 教には

なりません。これは讃 美歌学や讃

美 訓 練 にも 当 て は まりま す。

健全な教会 形成には教会 政治

や教 会 裁判 が不 可欠、また不可

避 です が、こ
れ らは 無 論、国 家 の

政治や裁判と同じではありません。

しかし、それぞれ に共通 する点も

あります一法治主義という点で。そ

のため、長老主義政治に習熟する

た め に は、例 え ば 民 主 主 義 の 歴

史・諸 原 則・実 際 的 課 題を 熟 知 す

ることが有 益です。また教 会経営

学（含 教会 会 計論）は、捧 げもの

のふさわしい管 理 運用 のために

重要ですが、教会 は特定の社会（

日 本）に 置 か れて おり、そこでの 政

治・経 済 の 構 造、
金 融 システム か

ら大きな影 響を受けますから、そ

れらについても的確に理解してお

かな けれ ばなりません。今日、
特 に

要請されている牧会カウンセリン

グは、心理学を援 用したものです

が、それはそれとして正 規に学 ば

な いと
、
カウン セリン グする 人もさ

れる人も共倒れになり兼ねません。

これらの 科 目 の 習 得 の た め に は、

そ れぞ れ の 関 連 分 野 の研 究 成

果に学ぶ必要があります。

このように、実践神 学諸 科は非

神学的学問を利用するため、文字

通り活 用 できるた め に は、知 恵 が

要ります。学ぶ 人自身（神 学生）の

社会人としての成長が求められる

でしょう。極 論（暴 論！？）で す
が
、

他の諸科目は知 的能力があれ ば

できますが、実践神学は「大人」に

なって い な いとで きま せ ん。御 言

葉 の 奉 仕とは 当 然 のことな がら、

人を相 手とする働きです から、対

人関係・人間関係においても成熟

していなけれ ばなりません。相 手

に対する言葉遣い・態度が本当に

奉仕 者にふさわしいか、自分 がそ

の 人の 僕（しもべ）に なってい るか、

主（あるじ）になって いな い か、深
く

省みることが 必要です。それがで

きる人が「大人」です（私自身の反

省 です）。

実 践 神 学こそ神 学 の 目 的、ま た

動 機 です。そ
れ ゆえ、神 学

生 は御

言 葉の奉仕者を目指す中で全体

的に成熟していくことができるよう

に、主の 更なる 御 導きを祈り、また

努 め な け れ ばなりま せ ん。
この た

めに祈らせていただきたいと願っ

ています。

神 戸 改 革 派 神 学 校校 報 ８
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主の御名を心より賛 美いたしま

す。 今 年も神学校リトリートが、５ 月

２１～２２ 日の 日程 で、 三 田市 の 関

西 学 院 千 刈 キ ャン プ場 にて、 恵

みの内に守られたことをご報告い

た し ま す。 今 年 は、
宣 教 団 体

「ＯＭＦ インターナショナル （ 国 際

福音 宣教 会 ）」 の元 総主事であ

る牧 野 直之 先 生をお 招きし、 海

外宣教をテーマに講演をしていた

だき ました。 牧 野 先 生 は、１９７４

年 から１９９３ 年ま で ＯＭＦ の宣 教

師として 東 南アジアのタイ、
シンガ

ポールで働 か れました。 神学 校

の 教 授で ある
、
袴 田 先 生 や 後 藤

先 生との つな がりによって、 改 革

派外からの講師 が来てくださった

こと は
、
私 たち 神 学 生 にとって、

とても新鮮であり、 視野 の広 がり

を持てる良い機会となりました。

牧 野先 生のご講演 は、 実体 験

に 基づく
、
とても 説 得 力 の ある力

強 い お 話 でありました。
「私 た ち

は福音 宣教をする時に、 『救い主

イエス・ キリスト』 を宣 べ 伝えるこ

とは大事であるが、 それと同 時に

『創造 主なる神』 を宣べ伝えなく

てはならない」 と強調して語られ

ていたことが 印 象 的 でした。

「世 界 の いたるところで、 人 間 の

堕 落によってもたらされた文化に

よって、
弱 い人々 は支 配され、 苦

し めら れて いる。 そして、 そ の 悲

惨さに気づくことができない人々

が い る。 私 たち は そ の 人 々 の 生

活を、 聖 書に 生きる生 活によって、

救 い 出さなくて は ならない。 神 は

創 造 主 であり、 私 たち は そ の 神

に似 せて造られた被 造物 である

ことを宣 べ 伝 えなくては ならない。

私たちは キリストの 体 であるの

に、 他の 部分の痛 みを見て見ぬ

ふりをすることができる の か」。

先生のこのような鋭い指摘 に心

が打たれる思いでありました。 神

様 が世界を創 造された 時のよう

に、私 たちも御 言 葉 の 光によって、

「光あ れ」 と再 び創 造される 時、

私たちはどのようになるのでしょう

か。 福音宣教 が世界を神の国に

変 えて いく、 そ の ような 大 事 な 視

点を学 び取ることが できました。

今 年 のリトリートは、 上 記 のよう

な 学 び に 加 えて、 キ ャン プファイ

ヤ ー や 賛 美、 新 入 生 の 証 タイム

など の 交 わりの 時 間、 自 然 の 中

で過ごす時間などもあり、 心も体

もリフレッシュされるとても良い時

となりました。 講 師として遠い 関

東 からきてくださった牧 野先 生ご

夫 妻 を はじめ、 準 備 してくださっ

た委員会や先生 方、 神学校 の営

みを支えてくださっている全 国の

教会の 皆様 に心から感謝 申し上

げます。 これ からも神 学 校 の歩

みのために覚えてお祈りくだされ

ば 幸 いであります。

文責： 佐野直史（１年生）

９

講獅＝牧野直之先生

（元ＯＭＦ宣 教 師）
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昨年の日本キリスト改革 派教 会第６９回定期大会に於いて、 これまで教師の資格としては男性に限

定されていた 政 治 規 準 が女 性も 認 められることに なり、 ２０１５年１０月
から施 行されることになりまし

た。 それ によって、 神 戸改 革 派 神 学 校も、 ２０１６年 度 新入
生 募 集 に於 いて、 女 性も含めて

「本 科生」

を募 集 いたしま す。 本 校 では、 毎 年１０名 の 神 学 生 を受 け入 れる 体 制 に ありま す。 男 性 ・女 性 を問

わず多くの献身者が与えられるようお祈りいただけれ ば幸いです。 尚、 入学関係の日程は次の通りです。

● 入学 願 書 締 め 切り ：２０１６年 １月１０日（日）

● 入学 試 験 ２０１６年 ２月１６日（火）

「秋の神学校公開講座案内」
ギ秋の儒徒神 掌講座」

● 『アウグスティヌス』 柏木貴志先生 （岡山教会 牧師）

９月２６日 （土）・１０月 ３日 （土） 午 後１：３０～４：００ 会 場 ：園 田 教 会

● 『ピューリタン』 吉田崇先生 （坂出飯山教 会牧 師）

１０月１０日 （土）・１０月１７日 （土） 午 後１
１
：３０～４：００ 会 場 ：神 港 教 会

＊１日８００円 申込 不 要、
会 場 にお 越しください。

ド特残公翻講座」
●『牧師の持つべき常識とモラルー健全な教会を建てるためのバランス感覚一』 豊川修司先生

（今年７月まで高島平キリスト教会牧 師、 現在教会再建・若手教師育成・求道者育成に心あり）

１０月１６日 （金） 午 前８：３０～午 後３：２０ 会 場：神 戸 改革 派神 学 校 チャペル

＊無 料 申 込 不 要、
会 場 にお 越しください。

＊謬乙 似． 翔戸：薦 所 辮学授の示一ムページ 伽ψ．ン碓ｒ蝕〃θθ 菱ご鑑くだ｝郵聾。

新刊案内
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